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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
＜祈りのすすめ＞
このイエスが渡されたのは神の定めた計画と予知とによるのであるが、あなた方は彼を不法の人々の手で十字架につけて殺した。神はこのイエスを死の苦しみから解き放ってよみがえらせたのである。　　　　　　　　　　　　　　　　使徒行伝２章23，24節（口語訳）
　キリストを殺したのは、ユダヤ人議会とローマの総督の判断という政治支配の手順を踏んでいるとはいえ、内容は全く不法でしかない。不法の人々の手で十字架につけて殺したのである。人間の行うことは不法から不法しか行わないのであるが、これを神は「神の定めた計画と予知」にたばねて実現したのである。すなわち、「神はこのイエスを死の苦しみから解き放ってよみがえらせ」て、神の栄光のために用いたのである。ここに神の「力あるわざと奇跡としるし」（22節）がある。
　私たち人間の世界は不法だらけである。玉ねぎの皮をむくようにして不法を取って捨てても、出てくるのは不法でしかない。この人間の不法しかない有様を用いて、神は神ご自身の栄光のために働かれることは真に驚きである。
1945年、日本はポツダム宣言を受諾した。こうして世界の歴史の中で区切りの時を刻んだ。明治国家は神の裁きを受けて、ここから「日本国憲法」が生まれたのである。長い間の戦争の加害と悲惨さや苦しみを経験して「再び戦争が起こることのないようにすることを決意して、主権が国民に存することを宣言」（前文）した。この「基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果で、これらの権利は、過去幾多の試錬に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことのできない永久の権利として信託されたもの」（第97条）として、法に適う在り方を採択して新しく戦後を出発したが、今の政権はこれを覆そうとしている。
「戦後政治の総決算としての靖国神社に参拝して何が悪い」と開き直り、「南京大虐殺はなかった」、「従軍慰安婦はどこの国でもある問題だ」、「日韓会談で全て形が付いている」。相手の痛みを知ろうとしないこの発言は、今も続いている。日本は戦後から今日まで、真の懺悔も悔い改めもない精神の荒廃のままに高度成長を謳歌して来た。
まさに戦後から今に至るまで、この国は不法だらけである。しかしここに、人間の不法を用いて、神がご自身の栄光が明らかになるとするならば、私たちは何をすべきであろうか。キリストがそうであったように、キリストの従順に生きることである。それは、戦後世代の私たちの戦後責任という罪を厳しく問い続け、その償いを実行して行くことであろう。この厳しい生き方が私たちには足りない。そうしてここから「わが魂よ、…神を待ち望め」（詩篇43:５）と、人間の想像を超えた神の栄光の み業を待つこと、それしかないのである。
＜祈り＞
主よ、どうぞ我らをしてキリストの従順に生かしめてください。我らの戦争責任という罪を厳しく問うことから、あなたの栄光を明らかに示してください。川越弘（沖縄伝道所牧師）
日本キリスト教会とヤスクニ問題
田中　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひろし),豁)（近畿中会無任所教師）
　日本基督教団を離脱し、日本キリスト教会の建設を目指したとき三つの目的をもっていた。信仰告白の教会、長老制の教会、公同の教会と独立性を重んずる教会形成である。信仰告白の教会とは、改革教会の歴史的伝統を継承する信仰告白を保持することはもとより、その告白を生き生きと告白する教会を目指した。出発した当初はとりあえず旧日基の信仰告白を掲げたが、第3回大会で改正した。
その信仰告白の冒頭は「我らが主と崇める神の独子イエス・キリスト」である。旧日基の告白は「我等が神と崇むる神の独子イエス・キリスト」である。ここには過去の教会の歴史を省みて、悔改めとイエスを主と信じ告白する決意があった。宗教団体法（1939年）により日本基督教団が成立、そのため国家の方針に従った教会は、著しく真の教会から偏向してしまったからである。
　私は1984年に韓国長老教会100年記念大会に大会議長として参加した。聖餐式の司式者が主の聖餐に与るにあたって、まず第一に、教会が神社参拝をした罪を悔い改めよと訴えられた。私はその席にいて神社参拝を強要したのは旧日本基督教会大会議長であったことを想起した。そのため殉教した牧師ら50余名、投獄された者2000余名、教会閉鎖200余が迫害を受けたのである。日本キリスト教会に連なる者として甚だしく心を揺さ振られ顔をあげることができなかった。また、日本の教会はなぜ神社参拝の罪を悔い改めないのかと迫られた。
　戦時中の教会は、戦争遂行に協力して教会の主イエス・キリストを崇める信仰を明確にしなかった。むしろそれを否定する偽りの教会になり、偽りの預言者の役割を果たしたのである。それらの反省と悔改めの中で「我らが主と崇める神の独り子イエス・キリスト」を信仰告白の冒頭に置いた。教会はこのことを重く受けとめて信仰告白の教会としてしっかりと立ち続けることを祈る。神学を自負していた日本基督教会は、かつて国家の政策に迎合して順応した過ちを繰り返してはならない。「目を覚まして」ヤスクニ問題を私たちの信仰告白の戦いとして、全教会が取り組んでいくことが肝要である。
[image: image1.emf]ヤスクニ問題 Q and A　自民党改憲案と九条の問題
川越　弘（大会靖国神社問題特別委員）
問　「自民党憲法改正草案」では「日本国憲法第九条」をどう扱っていますか。
答　「日本国憲法第九条」の「戦争放棄」（第二章）を「安全保障」（第二章）に変えています。「戦争を放棄する」としながらも、「自衛隊の発動を妨げるものではない」の文言を入れて、「日本国憲法九条」の「陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない、国の交戦権は、これを認めない」を削除しています。そして、「国防軍」を設置して「審判所」を置くとしています。「国防軍」の命令に従わなければ、軍法会議で「死刑」か「懲役300年」という自民党幹事長の暴言が、大きなニュースとなっております。
問　どうして日本を戦争する国にしたいのですか。
答　次のような言葉で説明するのです。「友達のＡさんがＢさんから殴られそうになったら、Ａさんを守りますね。これを両者の間の個人の問題にしないで、クラス全体で解決を図ることが、集団的安全保障ですよ」。そのために自衛隊を「国防軍」にして「集団的自衛権の行使」による集団安全保障が必要だ、とするのです。しかし、この論理には騙しがあります。喧嘩の仲裁は殴られたら殴り返すことではありませんし、集団で殴り殺し合うものではありません。武器を備えて押さえ込むことは戦争の始まりです。「剣を取る者はみな、剣で滅びる」（マタイ26章52節）からです。平和的解決は、話し合いや会議による粘り強い外交にあるのです。
問　それでも、敵国が攻めてきたらどうするのですか。
答　「敵国が攻めてきたらどうするのか」を考えること自体が、戦争の論理にはまっています。この言葉がこれまで多くの若者を戦争へと駆り出してきたのです。また、軍隊が国のために命を捨てても民衆を守ることがないことは、沖縄戦が証明しています。今の沖縄もそうです。民意よりも国策を優先しております。戦争にはいつも社会的に低く貧しい者が駆り出されており、勝利しても相手側を殺害した数に近い数がこちら側も殺されているのです。キリストにある者は、戦争を政治の観点から見ないで、「これらの小さい者にしたのは、すなわち私にしたのだ」（マタイ25：40）という主イエスの言葉から見ることです。
問　それでは敵の罠にかかってしまうのではないですか。
答　むしろその反対です。民衆を立ち上がらせて政治を動かしているのは、非暴力の抵抗主義です。ガンジーやキング牧師のこの運動が民衆を立ち上がらせて、イギリスやアメリカの政治支配を動かしました。沖縄も県議会や市町村議会がそろって「オスプレイ飛行反対や辺野古基地県外移設」を決議したのは、市民らによる非暴力基地反対運動であるのです。
問　でも、領土問題で日本が不利な状況にあるのではないですか。
答　尖閣諸島に関する領土問題は、近代国家による領有権取得の論理から来ております。それはせいぜい100年前の時からです。それ以前は数千年に渡って今日のような大きな問題は起こらず、争いがあっても話し合って共生してきたのです。解決はそこにしかありません。沖縄やアイヌや在日コリアンや諸民族が日本に求めているのは、民族の共生です。ここから東アジア共同体が開かれて行くのです。政治問題に左右されない民衆による共生活動が道を開くのです。
問　日本は「積極的平和主義」を掲げるべきだ、と安倍首相は言っていますが。
答　彼は日本国憲法の理念である“平和主義”に対抗して、わざと新しい言葉を使っております。
「“平和のための戦争”を続ける米国と同盟関係にある日本は、集団的自衛権の行使も含めて積極的に武力行使に参加する」と読み解くことができます。これは敵国が戦争を仕掛ける前に日本が米国と共に武力をもって押さえ込むという仕方です。それは戦争行為です。
「積極的平和」は半世紀以上前に米国で作られた言葉です。ヨハン・ガルトゥングが「消極的平和」を戦争のない状態とし、「戦争がなくなるだけでなく、貧困や搾取・差別などの構造的な暴力がなくなった状態」を「積極的平和」と定義しましたが、首相はこれを自分に都合の良いように用いているのです。
日本キリスト教協議会（NCC）靖国神社問題委員会
報告者：栗田英昭（大会靖国神社問題特別委員委員長）
当委員会は、毎月第一月曜日の夜に、西早稲田の日本キリスト教会館(耐震性の問題があり新築を検討中)において、定例委員会を持っている。NCC事務局は４月に総幹事の職員住宅に移転。
委員会のメンバーは、NCCの参加教派・団体のみではなく、日本キリスト教会のようにNCCに参加していない教派・団体からも委員が派遣されている。個人の資格で参加している委員もいる。現在の委員は18名。メンバーの所属は、日本基督教団・聖公会・バプテスト連盟・カトリック教会・日本キリスト改革派・カンバーランド長老教会・日本長老教会・在日大韓基督教会・婦人教風会・キリスト者医科連盟・キリスト者政治連盟・友和会・日本キリスト教教職員組合などである。当委員会はヤスクニ問題に関する働きを報告し、問題点を議論し合い、学びあい、さらに声明・要請文・抗議文を検討して発送している。また冊子や声明集を編集し、靖国神社問題を明らかにしようとしている（問題によっては、英語版、コリア語版、中国語版も発行）。最新の冊子は、『天皇の代替わり問題とキリスト教』（2012年11月発行）。各メンバーからは、毎回、集会案内や定期刊行物などが配布される。日本キリスト教会からは「ヤスクニ通信」を配布している。定例委員会とは別に、毎月一回常任委員会が開かれ、前回の議事を踏まえつつ、次回の定例委員会の議題の検討がなされている。
2013年１０月～2014年２月の会議から
１）訴訟関係の報告：
（１）東京・在韓原告「ノー！ハプサ」訴訟（東京高裁101号大法廷）10月23日（水）不当判決。
（２）在韓原告による２次訴訟；10月22日提訴。
（３）10月7日の京都地裁判決　京都の朝鮮学校前で街宣活動を行った在特会側に対し新たな街宣活動の差し止めと高額賠償（1226万円）を命じた。
２）以下の声明・要請文・抗議文を作成・発送した。
（１）「内閣総理大臣・副総理・皇族等の伊勢神宮内宮遷御の儀参列に抗議する」10月7日付。
（２）「君が代斉唱・日の丸掲揚の強制に対して抵抗するキリスト者のための祈祷および支援の要請」確定し、靖国神社問題委員会名10月21日付で、11月のＮＣＣ全国発送でNCC加盟教派・団体および個人に送った。
（３）「安倍内閣総理大臣等の靖国神社秋季例大祭への真榊奉納、政府要人等の靖国神社参拝に抗議する」10月21日付。
（４）「特定秘密保護法案の廃案を求める」11月22日付。
（５）「安倍内閣総理大臣の靖国参拝に対する抗議声明」発送済。
（６）「年頭の伊勢神宮参拝をしないでください」要請文　発送済。
（７）「伊勢神宮参拝に抗議する」発送済。
３）訴訟・集会関係
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（１）2・11東京集会を後援。
（２）（仮称）「安倍靖国参拝訴訟・東京」に協力。
＜編集を終えて＞
　現政権は、国家権力の絶対化という危険きわまりない暴走を始めている。これを抑制する力は、国家よりも絶対性を持っている神的根拠にしかないと考える。教会には国家と比較にならない普遍的公共性がある。国家の持つ巨大な権力に抵抗する精神的拠り所は、「神の国の宣教」しかないのではないか。
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